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2016年 12月 27日

日本通運株式会社

全体最適による「迅速・円滑な」災害支援物資輸送の実現に向けて

地方公共団体の受援体制に関する検討会（第３回）

資料３
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発表内容

１．災害支援物資輸送の基本

２．災害支援物資輸送における課題

３．これまでの成功事例

４．まとめ
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災害支援物資は「Ａ:政府調達物資」と「Ｂ:一般提供物資」の２系統に大別され、
①広域物流拠点 ②自治体集積所 ③避難所 の３段階の流れで輸送が行われる。

１．災害支援物資輸送の基本
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◆民間企業・自治体等から被災地へ直送される物資の流れ
（物資の供給情報を把握できない）

◆避難所への配送遅れ
◆荷受け・仕分作業の負担
◆物資供給量のバラツキ
◆避難所等のスペース不足
◆荷卸場所の混雑・輻輳
◆道路渋滞

災害発生後は、「需要がない物資」「需要を大幅に上回る物資」が全国から被災地へ大量に流入する
ため、被災地へ大きな負担を強いていると同時に、円滑な物資輸送を妨げている。

２．災害支援物資輸送の課題 災害支援物資輸送において発生する普遍的な課題

◆物資の輻輳・滞留

◆政府調達物資の流れ
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災害支援物資の累積在庫は、日数の経過とともに漸増する傾向が見られる。東日本大震災において
は、当初４００坪用意した倉庫を９，０００坪まで拡大したが、それでも倉庫が不足した。
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入庫数量 出庫数量

累積在庫数量東日本大震災発災後における支援物資累積在庫数量の推移

出所：宮城県倉庫協会 災害支援物資管理システム
入出庫データに基づき作成

２－① 不必要な物資の受け入れ 日々漸増する物資の累積在庫量

２５拠点
９,000坪

400坪
4拠点
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出所：宮城県倉庫協会
災害支援物資管理システム入出庫データ
に基づき作成(2016年4月2日時点)

２－① 不必要な物資の受け入れ 需要に比して著しく過剰供給される品目

東日本大震災における宮城県の広域物資輸送拠点の品目別在庫構成比

東日本大震災の発災から３週間後、宮城県の広域物資輸送拠点で保管されている支援物資のおよそ
３分の２は、すでに出荷実績（＝被災地の需要）がほとんどない物資で占められていた。

6
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大規模災害が発生するたびに、個人が提供した物資が大量に被災地へ届くが、カートンの形状・サイ
ズ、入数、品名等が不均一であるため取扱いが難しく、被災地に負荷をかけている。

２－① 不必要な物資の受け入れ 個人から提供された物資の扱い

 個人から提供された支援物資は、カートンの規格がまちまちで、仕分
け・在庫管理に多くの手間と時間を必要とする。

 同じカートンにさまざまな品目が混在している場合や、開けてみなけれ
ば中身が不明な場合がある。

 これらの物資は、各自治体が集約し、「食品」「飲料」「日用品」等の
品目名で提供される場合がある。

7



8
Copyright©2016 . NIPPON EXPRESS.CO.,LTD All rights reserved.

 学校の体育館は、床の耐荷重が弱く、右の画像のとお
り、床面が沈下する恐れがある。

 展示会場等のイベント施設は、非構造部材（吊天井な
ど）の落下等によって使用できなくなる恐れがある。

 写真下のような大型競技施設は、トラックの接車場所や
保管・荷捌きのスペースが限られ、荷受け・荷捌き・出
荷等の作業が輻輳するため、食品・飲料等、入出庫頻度
が高い物資の保管には適さない。

 このような公共の施設を物資拠点として使用した場合、
学校の再開やスポーツイベント等の再開時期に影響す
る。

２－② 非効率的な物流機能 物資の荷捌き・保管に適さない施設の選定

市区町村の物資集積拠点として、競技施設、学校の体育館、自治体庁舎等の公共施設が利用される例
が多いが、構造・規模・機能等の面で、物資の荷捌きや保管に適さない場合が多い。

8
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物資拠点や避難所における物資の保管方法によっては、物資を「探す」「取り出す」「在庫数を数え
る」ことにムダな時間と労力をかける場合がある。

２－③ 不適切な在庫管理 不適切な物資の配置

 写真右は、学校の体育館の床に置かれていた乾電池だが、必要とし
ている被災者の方が、これを探すのに多くの時間を要していた。

 写真下の事例は、ケースの積み上げ段数（高さ）がまちまちで、人
目見ただけでは在庫数量を把握できない。また、どこに何がある
か、どのような中身なのかも分かりづらい。

9
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使える資源が限定され、１分１秒を争う状況下において、「迅速・円滑な」災害支援物資輸送を実現
するためには、「全体最適」による物流の効率化が不可欠である。

３．現状課題に対して応用可能な成果

① 不必要な物資の受入抑制

• 需要がなくなった物資の受入停止と
公共施設等への移送

• 地域内輸送拠点の運営における
物流事業者の活用

• 各都道府県のトラック協会、倉庫協会や
自衛隊と連携し、各者の強みを活かした
支援物資輸送への対応

• 政府、現地対策本部への情報連絡員（リエゾン）
派遣による円滑・迅速な物資輸送態勢の整備

• 都道府県や市町村、省庁、官民の
壁を越えた相互補完関係の構築

• 被災地中心部を避けた地域での広
域物資輸送拠点選定

• 在庫情報の一元化と共有化

• 物資の保管・荷捌きに適した規模・
機能を有する物資拠点の選定

• 管理対象物資の限定全体最適による
「迅速・円滑な」
災害支援物資輸送

• 当面の必要数量を超えた物資の
受け入れ調整

• 個人・海外から提供された物資や
不要品目の受け入れ制限

必要な「モノ」を

必要な「時」に

必要な「場所」へ

必要な「量」だけ
届ける

② 効率的な物流機能の整備

③ 適正な在庫管理

• 物資拠点や避難所における
在庫管理の合理化

④ 相互連携の強化
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広域物資輸送拠点
（都道府県指定）

地域内輸送拠点
（市区町村指定） 避難所

• 広域物資輸送拠点で一時保管する
（需要が発生した時点で順次出荷する）

• 公共施設や他県の物流施設等へ移送する

• 被災地へ届ける

３－① 過剰な物資の受入抑制 需要区分による支援物資の分別

Ａ．「今」要るモノ

Ｂ．「まだ」要らないモノ

Ｃ．「すでに」要らないモノ

• 必要数量を超える食品・飲料等
• 寒冷期前の衣類、暖房用品など
• 復興住宅用物資、土嚢袋など

• 需要期を過ぎた防災用品
• 配備がほぼ完了した仮設トイレ
• 賞味期限切れの物資

今、運ぶべき
物資

一時保管すべき
物資

他とは分離して
保管すべき物資

（本来は受け入
れを調整・制限
すべき物資）

「到着した物資をただひたすら被災地へ運ぶ」のではなく、「今」要るモノ、「まだ」要らないモノ、
「すでに」要らないモノを分別し、まずは「今」要るモノを運ぶことで、物資輸送の合理化が図れた。

※ただし、近い将来、高い確率で需要があると予想され
るものに限定し、「あれば便利」「とりあえずとって
おく」ことは避ける

東日本大震災発生当時に、
支援物資を分別した事例
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支援物資に関する受付窓口を一本化した結果、需要（市区町村別の物資需要）情報と供給（物資提供
の申し出情報）、制限すべき物資の情報を共有化し、過剰な物資の受け入れを抑制できた。

３－① 過剰な物資の受入抑制 受付窓口の一本化

窓口Ａ政府調達

地方自治体

民間企業

政府調達

地方自治体

民間企業

窓口Ｂ

窓口Ｃ

窓口（一本化）

窓口Ａ・Ｂ・Ｃが、別々の場所で支援物
資の提供情報を受け付けていたため、窓
口間で物資の受け入れ調整ができない

受付担当の窓口を統一化し、被災市町村別・
品目別に物資の需給情報を共有することで、
物資の過剰受け入れを抑制した。

改 善 前 改 善 後

分散していた物資受付窓口を統合した事例



13
Copyright©2016 . NIPPON EXPRESS.CO.,LTD All rights reserved.

物資受け入れ窓口の一本化と同時に、ホワイトボードを活用し、市町村・品目別に、物資の受け入れ
可否の情報を一元化・可視化することで、過剰な物資の受け入れ制限を徹底できた。

※上記は、あくまでサンプルであり、実際の情報とは異なります

東日本大震災発災後、ホワイトボードを活用し、品目別に引き受け可否情報の共有化を図った宮城県の事例

３－① 過剰な物資の受入抑制 物資需要情報の一元化・可視化
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宮城県においては、宮城県倉庫協会や宮城県トラック協会が主体となり、その会員事業者と連携しな
がら、各社が得意領域の物流業務に従事し、円滑な物資輸送を実施した。

２次輸送 ３次輸送

メーカー
・

提供者

広域物資
輸送拠点

（都道府県）

地域内
輸送拠点
（市町村）

避難所

１次輸送

① 広域物資輸送拠点（都道府県）の運営

② ２次輸送への対応

③ 地域内輸送拠点（市町村）の運営支援

④ ３次輸送への対応

⑤ 避難所における物資仕分け・在庫管理支援

⑥ 「物流専門家」としての全体調整

広域物資輸送施設から、地域内輸送拠点まで支援物資を輸送する

規模の大きな自治体においては、地元の物流事業省との連携が有効となる

地域内輸送拠点から各避難所までの配送を行う（道路交通等の地域事情に精通した地元のトラック事業者が得意とする領域）

避難所内で、物資の仕分け、在庫管理などの業務を支援する

全国から集まる物資の荷受け、一時保管、仕
分け、出荷、在庫管理等の業務を行う

政府・県・自治体および各倉庫事業者、トラック事業者
との連絡・調整・全体管理を行う

３－② 効率的な物流機能の整備 業界団体が主体となった物流事業者との連携

東日本大震災や熊本地震において、各物流事業者・倉庫事業者が対応した業務内容
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熊本地震においては、熊本県内の物流施設が被災していたことにより、佐賀県鳥栖市の当社物流拠
点、福岡県粕屋郡のヤマト運輸殿の物流拠点を広域物資輸送拠点として災害支援物資輸送を行った。

ヤマト運輸
久山

日本通運
鳥栖流通
センター

３－② 効率的な物流機能の整備 被災地中心部を避けた物流施設の活用

鳥栖流通センター利用に伴う成果（被災地の外に施設を確保した利点）

 １，０００坪の倉庫スペースをなんとか確保した。

 倉庫業務に習熟した多くのスタッフが作業に対応できた。

 倉庫間にアーケードが装備され、雨天時も対応できた。

 多数の倉庫内作業者やドライバーを確保できた。

 交通の要衝に位置し、被災地へのアクセスが良好であった。
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物流拠点ごとに、接車可能な車種及び台数、待機スペースの有無、荷役機器の使用可否、物資の在庫
状況や保管状態などを調査し、リスト化しておくことが、物資供給の効率化に役立った。

３－② 効率的な物流機能の整備 物資拠点・避難所情報の状況調査とリスト化

熊本地震において当社が独自に調査・作成した地域内輸送拠点、主要避難所の状況一覧
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東日本大震災発災後、自衛隊によって石巻市総合運動公園に設営された地域内輸送拠点は、優れた物
流機能を発揮し、物流施設が利用できない地域における臨時物資拠点の好事例となった。

３－② 効率的な物流機能の整備 自衛隊による臨時物資拠点の設営

東日本大震災において、自衛隊によって石巻市総合運動公園に設営された臨時物資拠点

17
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在庫ロケーション配置を「備蓄用」と「配布用」に分け、内容品や、配置場所の可視化を行うこと
で、効率的な配布・引き取り・在庫管理が可能となった。

大量の在庫がある場合、パレット単位にまと
めておくと、在庫管理が容易になる。

集積所、避難所の入口付近に物資の配置図を
掲示しておくと、物資の引取りが円滑にな
る。

特に配布頻度の高い物資には、このように目
印をつけておくと探す時間を節減できる。

配布頻度が低い物資は、このように内容が見え
るように陳列すると配布率が高まる。

飲料、即席めん、レトルト食品は、「見つけや
すく、取り出しやすく」という点に配慮する。

３－③ 適正な在庫管理 避難所における物資の可視化
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当社は、内閣府非常災害対策本部や熊本県災害対策本部へ物流専門家や情報連絡員を派遣したことに
より、関係者間の情報連携を強化し、迅速・円滑な災害支援物資輸送を実施できた。

日通鳥栖流通センター （1,000坪）

日通箱崎物流センター （1,000坪）

日通東部物流センター （500坪）

内閣府
非常災害対策本部

日通本社
災害対策本部

各日２名を配置
4/19～5/9 延べ２３人

発災以降２４時間
×２名体制で対応

各
食
品
メ
ー
カ
ー
等

地
域
内
輸
送
拠
点
（
市
町
村
３
２
ケ
所
）

各
避
難
所
（
約
４
０
０
ケ
所
）

大型トラック９１両

ＪＲコンテナ６基
トラック１３３両
（合計２５０万食）

物資受領、仕分け・発送
フォークリフト２両
作業スタッフ２０名

熊本県災害対策本部
（物資調達班）
各日５名を配置
4/19～5/6 延べ６５人

予
備
施
設

３－④ 相互連携の強化 物流専門家、情報連絡員の派遣による相互連携の強化

熊本地震における、当社の取り組み内容
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必要な「モノ」を
必要な「時」に
必要な「場所」へ
必要な「量」だけ
届けること

災害支援物資輸送の原則は

４．まとめ

必要以外の「モノ」を運ばない
今必要ではない「時」に運ばない
必要としていない「場所」へ運ばない
必要以上の「量」を運ばない
ことが重要なポイントとなる。

すなわち、円滑な物資輸送を実現するためには

• 災害時の物資拠点候補を予め複数選定し、そこを起点とした具体的な物資輸送プラン
を都道府県や周辺自治体と連携して策定し、かつ発災時を想定した訓練を実施する。

• 周辺の都道府県・市町村や物流事業者、物流業界団体等と連携した「バウンダリレス
（境界がない状態）」による相互補完関係を平時から築いておく。

災害支援物資の円滑な受け入れに有効な平時の対策

• 避難所等の諸元（面積、床の耐荷重、フォークリフトの使用可否、接車可能なトラッ
クの車種等）を事前に調査、リスト化すると共に、必要な備品を用意しておく。

20


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20

